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１．はじめに 

腐食マトリックスとは，各橋梁が保有している腐食に関する評価レベルを定めるものであり，詳細について

は，本年度の他の発表 1) にその考え方と評価例を示している．ここでは，既設橋を対象に，補修・補強工法

を適用して改善を図った場合，改善による腐食レベルの変化を明確に評価できるように，腐食マトリックスの

適用法と腐食損傷した橋梁の改善例を示す． 

２．腐食マトリックスの活用法 

既設橋では，橋梁毎に腐食マトリックスの 3

成分である腐食環境，腐食負荷，及び腐食耐性

が，それぞれに得られた評価レベルによって，

定量的に評価される．この評価レベルに対して，

補修・補強工法，改善効果がある工法を採用す

ることで，3成分の評価レベルを改善できる． 

 腐食の 3 成分の改善のイメージを図 1に示す．

理論上は同図のように 3 成分の改善が可能であ

るが，既設橋については，腐食環境と腐食負荷

は既に与えられており，その改善が難しいこと

から，腐食耐性の向上を図ることが実践的で有

効な手段となる． 

３．腐食耐性の改善法 

 前述のように既設橋においては腐食耐性の向上が最

も有効な手法であることから，腐食環境と腐食負荷

の改善評価については省略し，ここでは腐食耐性の

向上について述べる．表１に腐食耐性の向上を考慮

した評価表を示すが，参考文献 1) に示した腐食マ

トリックスの腐食耐性を表す 6つの評価項目に加え

て，腐食耐性の向上効果の評価項目を追加している． 

４．対策工法の選択 

表 1中の腐食耐性の向上が期待できる工法につい

ての詳細について，本文では省略するが，既存工法

や新工法を整理，抽出し，現場での適用性，効果の

優劣についてランクをつけ，重み係数も考慮して評

価レベルを設定している． 
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a標準 ｂ良 ｃ高 ｄ優

① 架設年度
1973年
以前

1974年～
1980年

1981年～
2001年

2002年
以降

3

②
伸縮装置からの漏水の
有無（直近の点検結果）

有り・多
い

有り・少な
い

無し － 2

③ 定期点検結果の健全度 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 3

④ 橋梁の斜角
60度未
満

60度以上
75度未満

75度以上
85度未満

８５度以
上

1

⑤ 塗装経過年数
21年以
上

15年を超
え20年以
下

10年を超
え15年以
下

10年以
下

2

Ⅲ
腐食耐性の
向上効果

1

腐食耐性
（橋梁の持つ特性）

パラメータ
（評価項目）

重み
係数

評価レベル
評価基準

1

aを1、ｂを2、ｃを3、ｄを４点と
する。

①×3＋②×2＋③×3
+④×1＋⑤×2＋⑥×1

+Ⅲ

全て【a標準】の場合：１２点
全て【ｂ良】の場合：２４点
全て【ｃ高】の場合：３６点
全て【ｄ優】の場合：４５点

となる。

・α標準：20点以下
・β良：２1～２８点
・γ優：２９点以上⑥ その他の腐食耐性

耐性が
低い

中位
耐性が高

い
－

【研究会内で既存工法や
新工法を整理，抽出】
ここでは詳細は省略

図１ 腐食耐性向上策の検討 

表１ 腐食耐性の評価表        
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５．腐食マトリックスの既設橋への適用事例 

既設橋腐食マトリックスを適用するにあたり，近畿地方整備局

内橋梁のうち鋼橋 103 例について，腐食マトリックスによる評価

を行った結果を図２に示す．この図より，健全な橋梁は腐食負荷

が低く腐食環境の良好な原点に近い側に分布しており，損傷が著

しい橋梁は腐食負荷が高めで，腐食環境が悪い側に分布している

ことが分かる．ここでは，腐食マトリックスの C3αとして評価さ

れた橋梁の改善事例を示す． 

既設橋における耐腐食性能の向上については，防食性能の向上，

構造的対策，橋面の滞水防止，支承防食性能向上，伸縮装置止水

性能向上，排水構造の構造的対策が考えられる．これらの対策毎

に期待できる評価基準を決め，その重み係数をつけることで評価

レベルを合わせることとした．これらの合計点を現在の腐食耐性

の評価レベルに足し合わせ，耐腐食性能の向上を評価した．図３

に示すように，桁端や支承部に金属溶射を採用して防食性能の向

上を図り，図４に示すように，止水板を設置し，さらに，箱桁内

の水抜き対策の構造的改善を図った場合を考える．これらの対策

による腐食耐性の加点を表２に示す．改善前は腐食耐性がα(配点

18)であり，赤色が最も濃い色で評価されていた区分に位置づけら

れていたが，腐食耐性の向上を図ることにより腐食耐性がγ(配点

30)と大きく改善させることができた． 

６．まとめ                          

本文では，既設橋梁の腐食耐性の向上に関する事例を紹介した

が，既設橋梁でも改築工事レベルの改善を行えば，腐食環境の改

善や腐食負荷の低減も可能である．なお，新設橋の改善手法も提案し

ているが，新設橋においては腐食耐性の向上に加え，設計時の工夫，

施工時の提案などにより，腐食環境の改善，腐食負荷の低減を図るこ

とが可能であり，3 つの評価レベルの改善が可能になる．ただし，工

法による改善とコストとのバランスは今後の課題となる． 

なお，例示した評価レベルは現時点でのものであり，今後，数多

くの既設橋の分

析と，対策工法

の効果確認を継

続し，腐食マト

リックスを活用

しながら改良し

ていくことが望

まれる． 
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図２ 腐食マトリックスの改善イメージ  

 

図３ 金属溶射による対策          

図４ 止水板設置による対策  

表２ 腐食耐性の向上           
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